
波浪・高潮シミュレーション

 気候変動に伴い、台風の中心気圧が低下します。台風の中心気圧を低下させた高潮・波浪推算を実施
し、気候変動後の外力条件（波浪・潮位偏差）を設定します。

 気候変動後の外力条件を用いて、打ち上げ高や越波流量を算定し、海岸保全施設の必要天端高を把
握し、その対策検討を行います。数値波動水槽(粒子法型※、CADMAS-SURF)を用いて、二重パラ
ペット堤などの特殊な構造の越波流量を推定することも可能です。

2018年台風21号（Jebi）において、大阪湾内等で高潮・高波による浸水被
害が生じるなど、近年、台風等による高潮・高波被害が激甚化しています。また、
気候変動に伴って海面水位が上昇し、波浪や潮位偏差が現行計画値よりも大
きくなることが懸念されており、港湾施設や海岸保全施設等の高潮対策が急務と
なっています。ニュージェックでは、高潮シミュレーションや波浪解析により、高潮対
策の検討や防波堤等の港湾構造物の配置検討などを実施しています。

※粒子法を用いた解析技術は京都大学工学研究科 社会基盤工学専攻 後藤仁志研究室との共同開発です。

CADMAS-SURFの解析事例
（越波流量算定）

現在気候 ⇒ 将来気候（4度上昇）

高潮・波浪推算の解析事例（上段：波高分布、下段：潮位偏差）
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 波浪推算を実施して、沖波条件(50年確率波)を設定します。また、50
年確率波を用いて、港外の波浪変形計算をエネルギー平衡方程式により
実施、港口部の波浪条件を算定します。

 港内の波浪変形計算は、ブシネスク方程式により実施し、異常時(50年
確率波)の岸壁前面波高や荷役限界波高以下となる出現割合(荷役稼
働率)を算出します。防波堤の配置形状を変更し、異常時波浪が係留
限界波高以下、荷役稼働率が97.5%以上となる港形を検討します。
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沖波条件設定（極値統計解析）



発注者 業務名 工期 キーワード

鳥取県
鳥取港湾事務所

田後港港内静穏度向上対策検討
業務委託

H30.06.～
H31.01

静穏度検討、波除堤、ブシネスク方程式、
長周期波、係留船舶の動揺

内閣府 沖縄総合事務局
開発建設部石垣港湾事務所

石垣港（新港地区）係留施設設
計業務

H30.06.～
H31.03

港内静穏度（防波堤配置検討）、ブシネ
スク方程式、波浪推算（WAMモデル）、
エネルギー平衡方程式、岸壁配置検討

国土交通省 四国地方整備局
高松港湾空港技術調査事務所

高知港海岸津波防波堤断面検討
業務

H30.07.～
H31.03

設計波算定、高山法、防波堤、数値波
動水槽、事務所長表彰

国土交通省 近畿地方整備局
姫路河川国道事務所

東播海岸事業整備効果資料作成
業務

R02.11.～
R05.01.

気候変動、高潮・波浪推算、海岸保全施
設、費用便益分析

国土交通省 関東地方整備局
横浜港湾空港技術調査事務所

千葉港千葉中央地区防波堤基本
設計

R03.04.～
R04.02

防波堤、設計波、波浪変形計算（エネル
ギー平衡方程式）、高山法、静穏度検討
（防波堤延長検討）、ブシネスク方程式

高知県土木部 港湾・海岸課 高知県海岸高潮浸水想定区域検
討委託業務

R03.07.～
R04.05.

高潮推算、波浪推算、海岸保全施設、高
潮浸水想定区域図

近畿地方整備局 姫路河川国道
事務所

東播海岸事業整備効果資料作成
業務

R03.11.～
R05.01.

高潮推算、波浪推算、海岸保全施設、費
用便益分析、局長表彰

高知県土木部 港湾・海岸課 高知県海岸高潮浸水想定区域検
討委託業務

R05.8.～
R05.12.

高潮推算、波浪推算、高潮浸水シミュレー
ション、再現性確認

大阪港湾局 計画整備部 泉州海岸外 高潮等対策検討委託 R05.09.～
R06.06.
（業務実施中）

気候変動、高潮・波浪推算、海岸保全施
設、必要天端高の設定、整備手法の検討、
計画天端高の設定

・無人航空機（UAV）による沿岸施設の測量・撮影及び健全度評価
・水中ドローンによる施設（水中部）の現況の撮影と健全度評価
・地中レーダ探査機による岸壁のエプロン下の空洞調査と解析・評価
・伸縮ロッド式遠隔操作カメラによる部材の撮影（水中部も含む）と評価
・ナローマルチビーム測深機による海底地盤形状の調査と健全度評価

・鋼構造物（鋼管矢板・鋼矢板・鋼管杭）の補修方法の選定とLCC比較検討
・コンクリート構造物の補修方法の選定とLCC比較検討
・

お問い合わせ・ご質問につきましては以下までお願いいたします

https://www.newjec.co.jp
TEL. 03-5628-7381 港湾・海岸グループ統括 平井 俊之

Mail: hiraits@newjec.co.jp

◆◆ 提案する具体的な技術

提案する具体的な技術と業務実績

◆◆ 業務実績

・高潮災害発生時の外力条件（波浪、潮位）の推定
・高潮浸水想定区域図の作成、高潮被害の被害予測（浸水被害額の算定）
・気候変動に伴う外力設定、港湾構造物や海岸保全施設の対策検討

・防波堤等の設計外力算定（エネルギー平衡方程式による港外波浪変形計算）
・ブシネスク方程式や高山法等による港内波浪条件の設定（港内波浪変形計算）
・港内波浪変形計算（ブシネスク方程式、高山法等）による静穏度検討（防波堤配置の検討）

・高潮による浸水被害額の算定、高潮・高波対策の費用対効果の検討
・護岸や防潮堤等の天端高検討（数値波動水槽による越波量算定、打ち上げ高の算定等）

https://www.newjec.co.jp/
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